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筑波大学 都市計測実験室  



取組テーマ 

 今年度の高大連携事業では５つのテーマを設定した。つくばみらい市から提案のあった「きらくやま

の施設活用」及び「ワープステーション江戸周辺地域の新規開発」についてのテーマには、それぞれ 2 班

ずつが取り組んだ。その他の班は、デジタルネイティブ世代である高校生の DX 提案、人口増加を続ける

つくばみらい市に長く定住してもらうための提案、今後のまちづくりで必要となる広域連携をそれぞれ

テーマにして取り組んだ。 

 

表３ 取組テーマ 

班 テーマ内容 

1 班 

2 班 
きらくやま再生プロジェクト 

3 班 

4 班 
ワープステーション江戸周辺地域開発プロジェクト 

5 班 つくばみらい DX まちづくり計画 

6 班 住み続けたいまち・つくばみらい 

7 班 広域連携まちづくり 

 

  



高大連携事業の様子 

フィールドワーク 

 2021 年 7 月 8 日（木）に実施されたフィールドワークの行程表を表４に示す。テーマの対象となって

いるきらくやまふれあいの丘の他、つくばみらい市に研究施設を置く高砂熱学イノベーションセンター

の施設見学も行った。 

 

表４ フィールドワーク行程表 

時間 行程 

10:00 つくばみらい市役所 谷和原庁舎到着 

10:15-10：40 市長挨拶・つくばみらい市の概要説明 

11：00-12：00 高砂熱学イノベーションセンター 施設見学 

12：30 昼食 （場所：きらくやまふれあいの丘） 

13:30-14:30 きらくやまふれあいの丘 見学 

14:50-15:50 ワープステーション江戸の概要説明 

16:00-16:30 みらい平地区・福岡工業団地 見学 

16:40 福岡堰さくら公園 解散 

 

  

図１ 高砂熱学イノベーションセンター見学の様子 

 



  

図 2 きらくやまふれあいの丘見学の様子 

 

ワークショップ 

  ワークショップのスケジュールを表５に示す。村上教授の講演では、村上教授が取り組んでいる LINE

を用いた災害情報共有に関するプロジェクトの話を伺った。身近な LINE というツールをまちづくりにど

う活かすか、どういう面が効果的であるかなど知見を深める時間となった。グループワークでは KJ 法に

よる課題・魅力抽出から各班自分たちの提案の方向性を固めた。高校で配布されている iPad を活用し、

資料やアイディアの共有を行いながら進めた。提案資料についても高校生が自ら iPad を用いて作成を行

った。 

 

  

図３ 村上教授による講演の様子 

 



  

図４ グループワークの様子 

 

表５ ワークショップスケジュール 

実施日 時間 内容 

11 月 8 日 

（月） 

9:30-9:40 市長挨拶 

9:40-9:50 オリエンテーション 

9:50-10:20 筑波大学 村上暁信教授による講演 

10:20-11:10 RESAS からみるつくばみらい 

11:10-12:00 KJ 法での魅力・課題抽出 

12:00-12:30 グループワーク 

12:30-13:30 休憩 

13:30-16:30 グループワーク・資料作成 

11 月 9 日 

（火） 

9:30-12:30 提案内容検討・発表練習 

12:30-13:30 休憩 

13:30-14:30 リハーサル 

14:30-16:30 最終発表会 

 

  



最終発表会 

 最終発表会は提案発表を 6 分、質疑を 5 分で行った。質疑ではつくばみらい市職員から提案に対する

フィードバックや感想をいただき、また生徒同士でも積極的な議論が行われた。出席者による投票が行

われ、1 位から 3 位の表彰を行った。1 位は「2 班：きらくやま再生プロジェクト～多くの世代に来ても

らうためには～」、2 位は「4 班：時代劇が織りなすみらいの未来」、3 位は「3 班：タイムトラベル in つ

くばみらい」という結果となった。各班の提案資料は次項に掲載している。 

 

表 6 最終発表会スケジュール 

実施日 時間 内容 

11 月 9 日 

（火） 

14:30-14:40 概要説明 

14:40-16:04 
提案発表 

発表 6 分＋質疑 5 分 × 7 班 

16:04-16:15 
講評 

小田川市長・大澤教授 

16:15-16:25 表彰式 

16:25-16:30 写真撮影 

 

  

  

図５ 最終発表会の様子 



提案資料 
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6 班 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

  



7 班 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

  



つくばみらいまちづくりシンポジウム 

概要 

 2022 年 2 月 6 日（日）につくばみらいまちづくりシンポジウム—I LIVE IN TSUKUBAMIRAI.-を開催

した。本来であれば、きらくやまふれあいの丘にてつくばみらい市民とまちづくりに関して考える予定

であったが、新型コロナウイルスの影響でオンライン開催となった。「茨城王」として活動している青木

智也氏や鹿島アントラーズの中田浩二氏による講演のほか、つくばみらい市職員と筑波大学生で取り組

んだ農業課題に対する共同研究の成果発表、及び高大連携事業の提案発表（1 位の 2 班と 2 位の 4 班が

参加）が行われた。初めてのオンライン開催であったため通信トラブルなどもあったが無事に開催する

ことができた。 

表７ シンポジウムスケジュール 

実施日 時間 内容 

2 月 6 日 

（日） 

13:00 開会 

13:00-13:05 開会挨拶 

13:05 第一部 

13:05-13:30 
特別講演Ⅰ「茨城弁でまちおこし」 

茨城王 青木智也氏 

13:30-13:55 農業課題に対する共同研究の成果発表 

13：55-14:00 第一部質疑 

14:00 第二部 

14:00-14:25 
特別講演Ⅱ「人を育てるまち つくばみらい」 

鹿島アントラーズ C.R.O. 中田浩二氏 

14:25-14:45 高大連携事業の成果発表 

14:45-14:50 第二部質疑 

14:50 閉会 

14:50-14:55 

講評 

井関農機株式会社・株式会社クボタ・ 

高砂熱学工業株式会社 

14:55-15:00 総括 

 



  

  

 

図 6 シンポジウムの様子 


